
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験を通して秋を感じる 学びの発展期 

台風 14 号が接近し、稲が倒れてしまうのではと心配されましたが、大きな被害もなく 9 月２１日に稲刈を実施することがで

きました。川井さんをはじめとするＪＡ青年部方に鎌の使い方、稲のかけ方をご指導いただきました。今は、コンバイン等の機械

を使った農業が主流ですが、手で刈り、稲を干す作業を通して、米作りの工程を理解するとともに、一粒一粒の大切さを感じるこ

とできる大事な機会だと思いました。刈り取った米は、お餅にして食べる予定です。きっととてもおいしいお餅になるでしょう。 

3 年生の植えた「つるり里芋」が大きく育ちました。叶

コーディネーターと一緒に収穫作業を行いました。大きく

育った葉を取り、傷つけないようにまわりを掘りました。

そして、最後に引き抜くとおいしそうなお芋がごろごろ出

てきました。里芋の実り方を初めて知った 3年生です。 
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2年生活科「町探検」 
４つのグループに分かれて海味

地区・間沢地区を歩いて探検し

ました。歩いてみてこれまで気

づかなかったことにたくさん気

づきました。 

1年生ひまわりの種採り 

学校付近の県道に植えた 1年生ひ

まわりの種収穫を間沢地区の和賀

さんと一緒に行いました。来年の

種を採るために沿道で乾かしてい

ます。命のつながりの学習にもな

っています。 

1年学びの旅 

10 月 7 日に学びの旅で弓張平の植物公園へ行ってきました。雨で気温が低い日でしたが、たくさんの木

の実を見つけ拾い始める子どもたち。スタートから大興奮でした。白田さん、倉本さんに葉っぱのこと、

木の実のことを教えていただきながら、散策しました。1 年生は、昨年、年長の時も来ていますが、新た

な気づきがたくさんありました。苔の道にも感動していました。自然の中には、まだまだ学ぶことがたく

さんあり繰り返し訪れて学びを深め、広げていきたいと感じました。寒さにも負けず、秋を楽しんだ 1年

生。たくましく成長した姿を見ることができました。 


